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師
走
を
迎
え
何
か
と
気
ぜ
わ
し
く
な
っ
て
お

り
ま
す
。
恒
例
に
な
っ
た
大
通
公
園
の
ホ
ワ
イ

ト
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ
ョ
ン
が
冬
空
に
彩
り
を
添
え

て
心
を
和
ま
せ
て
く
れ
て
お
り
ま
す
。 

 第
一
例
会 

十
一
月
九
日
、
ス
ス
キ
ノ
に
ほ

ど
近
い
ジ
ャ
ス
マ
ッ
ク
プ
ラ
ザ
に
会
場
を
移
し

て
行
わ
れ
ま
し
た
。
温
泉
施
設
が
あ
る
の
で
多

数
の
メ
ン
バ
ー
が
入
浴
を
済
ま
せ
て
浴
衣
着
で

参
加
寛
い
だ
雰
囲
気
の
例
会
と
な
り
ま
し
た
。

（
Ｐ
Ｒ
委
員
会
担
当
） 

 

十
一
月
十
一
日
、
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
主
催
、
青

少
年
セ
ミ
ナ
ー
「
夜
回
り
先
生 

水
谷 

修
氏 

講
演
会
」
が
北
海
高
校
体
育
館
で
一
五
〇
〇
名

を
超
す
参
加
者
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

  

第
二
例
会 

十
一
月
三
十
日
、
に
Ｃ
Ｓ
Ｆ
Ⅱ 

Ｍ
Ｄ 

セ
ク
タ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
イ
タ
ー 

Ｌ
酒

井 

謙
伊
。
諏
訪
神
社 

前
田 

伏
樹
様
、
札

幌
時
計
台
Ｌ
Ｃ
か
ら
幹
事 

Ｌ
野
澤 

強
は
じ

め
５
名
の
ゲ
ス
ト
を
お
迎
え
し
て
行
わ
れ
ま
し

た
。
（
指
導
力
育
成
委
員
会
担
当
例
会
） 



札幌グリーンライオンズクラブ会報 平成１９年１２月１日発行 通巻 第３７号 (2) 
例例例   会会会   報報報   告告告   

１１月第１例会（通算３０７回）2007.11.09 ジャスマックプラザホテル ＰＲ委員会担当例会 
 会場をジャスマックプラザホテルへ移して行われました。多くのメンバーが開会前に入浴を楽しみ浴衣が

けでの例会になりました。Ｌ岡田（聡）によってライオンズの誓いの後、在籍５年アワードピンがＬ忠海に

授与されました。Ｌ森 から挨拶の後Ｌ渡邉が「保険とお金」のテーマでスピーチがあり生命保険に対して

誤解があることを知らせることとなりました。食事タイムで、Ｌ稲葉が詩吟２題、「静夜思」「海南行」を見

事に吟じ大きな拍手がありアンコールでもう一曲披露。続いてＬ岡田(聡)が「髪の話」でスピーチ、頭髪が寂
しくなってきたメンバーも多く耳を傾けておりました。幹事報告、テールツイスタータイム、出席率の発表

で閉会となりススキノも近いことから２次会へも多数参加？。 

     

     

１１月第２例会（通算３０８回）2007.11.30 三越ライラックルーム 指導力育成委員会担当例会 
L岡田第 1副会長の開会ゴングでスタート、L高野からゲストの紹介があり、諏訪神社 前田 伏樹様、Ｃ
ＳＦⅡ ＭＤ セクターコーディネーター Ｌ酒井 謙伊(札幌オーロラＬＣ)、札幌時計台ＬＣから 幹事 Ｌ
野澤 強、ニューメンバーグロウアップ委員長 Ｌ池田 謙一、Ｌ山内 睦夫、Ｌ畠山 英樹、Ｌ阿部 英二
の各氏をお迎えして賑やかな例会になりました。L 酒井からＣＳＦⅡの意義について詳細な説明があり出席
者も熱心に聞き入っておりました。 諏訪神社 前田伏樹様からもスピーチがあり、メンバーからは"是非入
会を"との声がありました。 L池田から、時計台 LCの紹介がありメンタープログラム(会員増強）に熱心に
取り組まれている様子を説明されました。テールツイスタータイムの後、L 山内提供の高級ネクタイの抽選
会がありゲストの前田様と L菅原にプレゼントされました。 

     

     
青青青少少少年年年セセセミミミナナナーーー   

夜回り先生 水谷 修氏 講演会 2007.11.11 北海高校体育館 
ライオンズクラブ国際協会３３１ーＡ地区７７クラブ主催、"いま、子どもたちは… 私たちにできることは 
しなければならないこと"のテーマで講演会が行われました。１５００人を超す入場者があり、我がクラブか
らＬ甲斐とＬ渡邉が会場の設営協力委員として参加ました。以下はＬ渡邉圭次の感想です。 
講演は非常に力強く、聞いている者を引き付ける話でした。主に来場の親御さんに対するメッセージが多く、

子供との向き合い方や現状子供達が置かれている環境など、まさに長年夜回りをした先生にしか分からない

ような手法で打開策を提案していました。また、自分に相談してきた子供が 80人も亡くなってしまった辛い
経験も話し、会場からはすすり泣く声が漏れていました。なかなか聞けない貴重な講演だったと思います。 

     

     
 


